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説明内容

１．メタデータ差戻しに関するお願いと背景説明

２．令和７年度提出分の研究データ情報に係る修正作業の依頼について
令和６年度実績報告書・実施状況報告書（R7.4～）
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メタデータ差し戻しに関するお願いと背景説明
お願い

背景説明

このたび、令和６年度実施状況報告書・実績報告書において報告いただいた研究データに関するメタデータ情報の登
録内容に不備が散見されたことから、メタデータのみの差し戻し修正依頼をお願いすることとなりました。
当会からの説明や周知が十分でなかったことにより、研究者の皆様、機関事務担当者の皆様にご負担をおかけします
こと、深くお詫び申し上げるとともに、適正なデータへの修正にご協力賜りますよう、よろしくお願いいたします。
また、改善として、様式の記入例や、マニュアル等の明確化や事前案内の充実を図り、同様の事態が生じないよう努
めてまいります。

今年度より、原則全種目の研究課題に対して、研究データのメタデータ情報の報告をお願いしましたが、以下の要因
により修正が必要なケースが発生しています。
日本学術振興会において、実施状況報告書・実績報告書に記載のメタデータ情報の内容について確認作業を実施しま
したが、判断に迷う等の内容については今回の差戻し対象としています

不備の定義と修正いただく内容（詳しくは、スライド14、15を参照）
〇要因１：報告対象外データの入力

不備の内容：公開対象外である「非公開・非共有・共有のみ」のデータが含まれている
修正内容：報告対象は「公開可能な研究データ」のみ（スライド５参照）です。

公開以外の情報が公開される恐れがありますので、研究代表者が公開すべきではないとご判断されている
場合には、該当研究データのメタデータ情報を削除してください。

１
〇要因２：不適切な回答によるエラー

不備の内容：KAKEN連携時にエラーとなる記載（例：「－」「-」「空欄」「なし」「該当無し」「N/A」等）
修正内容：入力要領に従い、該当項目には適切な値（例：データ名称、リポジトリ情報など）を記載してください。

１
〇要因３：入力項目の趣旨と内容の不一致

不備の内容：入力項目の意味に沿わない記載（例：データ説明欄に論文タイトルのみ記載）
修正内容：各項目の趣旨に沿った情報を記載してください（例：データ説明欄にはデータの概要を記載）。
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令和６年度から原則全種目（※）において、

研究開始に当たり、研究代表者にDMP（データマネジメントプラン）作成を求めます。
（交付申請時に提出は不要）

実績報告書・実施状況報告書において、科研費により生み出され、公開した研究データに関する
情報（メタデータ等）の提出を求めます。

我が国の研究開発活動の自律性の確保と国際的なオープンサイエンス推進の観点から、研究データの戦
略的な保存・管理の取組とともに、研究成果のより幅広い活用が求められています。
令和３年４月に「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」（統合イノベー
ション戦略推進会議）が策定され、公募型の研究資金の全ての新規公募分について、研究データの管理・
利活用を図るため、DMP及びこれと連動したメタデータ付与を行う仕組みを2023年度までに導入すること
となりました。

研究データの管理・利活用について

研究データ：研究開発の過程で生み出される全てのデータで、電磁的な形態により管理可能なものをいう。
管理対象データ：研究データのうち、研究者の所属する機関の基準等に基づき、管理・利活用の対象として、研究者がその範囲を定めるものをいう。
データマネジメントプラン（DMP）：研究データの保存・管理、並びに、公開・共有、利活用に関する方針を定める計画書をいう。
メタデータ：管理対象データを説明するための情報から構成されるデータをいう。

参考（用語の解説）

※ 対象種目
特別推進研究、学術変革領域研究（A・B）、基盤研究（S・A・B・C）、挑戦的研究（開拓・萌芽）、若手研究、研究活動スタート支援、
奨励研究、特別研究促進費、特別研究員奨励費、国際先導研究、国際共同研究強化、海外連携研究、帰国発展研究
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【公開するデータ・提出するメタデータの対象】
○ 論文の根拠データは原則公開（※）。その他、研究開発の成果としての研究データについても

可能な範囲で公開することが望まれます。

○ 研究データは、オープン・アンド・クローズ戦略に基づき管理・利活用を行ってください。
• 研究分野等の特性や、データを管理する組織の特性に配慮して、「公開」、「共有」又は

「非共有・非公開」の判断が行われる必要があります。
• 個人情報、企業の秘密情報、研究の新規性、我が国の安全保障等の観点から

留意すべき研究データは非公開とすることが求められます。
• 産業競争力や科学技術・学術的な優位性を確保するためには、研究データを即時に公開することが

適切でない場合もあり得ることから、公開による利活用の促進とのバランスを考慮しつつ、
適切なエンバーゴ(時限付き非公開）期間を設定することも可能です。

【管理・利活用に当たっての留意点】

研究機関では、管理・対象データの範囲、それら研究データの公開・共有の基準等を定めた
データポリシーの策定や、研究者がデータポリシーに則って研究データマネジメントを実施する
ための環境や支援体制等の整備をお願いします。

提出対象

DMPの作成対象は全て

研究データの管理・利活用に当たっての留意点

※「学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基本方針」に基づく根拠データは令和７年４月以降に新たに行う公募から
即時オープンアクセスが義務付けられています

A1×B1における「公開」とは、管理対象データ（研究データ）が一般に
任意の者に利活用可能な状態（エンバーゴの設定がない）であり、かつ
メタデータ情報として検索可能なDOI, URLがあるデータです。

※追記
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メタデータ報告の流れ
 研究代表者は実施状況報告書及び実績報告書の一部として、研究データの情報（メタデータ等）を
入力・提出してください。（研究データそのものの提出は不要です）

 メタデータ情報はKAKEN及びCiNii Researchに連携され、登録・公開されます。

採択研究者

実施状況報告書及び実績報告書の一部として、
補助事業により生み出され、公開した研究データの情報（メタデータ等）を提出

１

研究データそのものは機関リポジトリや
分野別リポジトリ等に格納

-2１
２ KAKEN*に登録・公開

日本学術振興会

研究課題情報から当該課題で
生み出された研究データへアクセス可能

KAKENでの
活用イメージ

NIIが管理・運営する学術検索基盤
一つの検索画面から多様な学術情報にアクセスできるもの

CiNii Researchとは？

KAKEN や CiNii Research に登録、連携することにより、研究成果としての研究データへアクセスが容易になり、以下のようなメリットが考えられます。
他の研究者による利用（データ引用）や新たな研究成果が生まれ、自身の研究に対する評価、注目度の上昇や共同研究に繋がる
先行研究で生み出された研究データを自らの研究に活用できる可能性がある

＊科研費DB

※ 研究データそのものの提出は不要です

連携



7

メタデータ情報の修正依頼に係る報告書再提出までのフロー
 令和６年度実施状況報告書及び実績報告書に記載の研究データに関する情報（メタデータ情報）について科研費
電子申請システム上で、JSPSから研究代表者へ直接該当課題に関する差し戻しを行いました。次頁以降を参照
して、報告書の修正・再提出にご協力いただきますよう、お願いいたします。

差戻し修正依頼
令和８(2026) １月下旬

研究代表者

科研費電子申請システム上で
該当課題に関する報告書の差戻し

JSPS 研究代表者
所属機関

実施状況報告書・実績報告書
差戻修正依頼

（研究データに関する情報のみ）

報告書再提出〆
令和８(2026)２月20日（金）

JSPS
研究代表者
所属機関研究代表者

報告書
確認・受理

報告書修正
再提出

報告書チェック
再提出

報告書チェック
再提出

研究代表者
所属機関

対象研究課題情報の
連絡及び修正対応依頼

研究代表者部局事務担当

部局事務担当

差し戻し修正依頼後～

対象研究課題情報の
連絡及び修正対応依頼

修正項目に関する
詳細説明は

スライド14以降参照

【R7年度5月時点からの変更点】
事務担当者画面で所属の研究者が入力した
メタデータのCSV出力が可能となりました

スライド18以降参照
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メタデータ報告の対象

 研究代表者は、実施状況報告書及び実績報告書の「研究発表の入力」画面において、
当該年度の補助事業により生み出され、公開した研究データのメタデータ情報を入力してください。

 提出を求めるものは、以下の要件を全て満たす研究データのメタデータ情報です（※）
①当該年度の補助事業により自ら生み出したものであること
②公開しているものであること
③電磁的な形態により管理可能なものであること（DOI又はURLが存在すること）

＜提出を求めるメタデータに関する項目＞
● 研究データのDOI・URL（掲載論文の根拠となる研究データおよび掲載論文の根拠データ以外の研究データ）
● データの名称
● データの説明
● データの分野
● データ種別
● 研究データの利活用・提供方針
● リポジトリ情報
● データ管理情報

※以下は提出対象に含まれません。

• 当該データのランディングページが掲載論文のランディングページと一致している場合
• 当該年度末＝令和７(2025)年３月31日）時点で公開していない研究データの情報（エンバーゴ等により後日公開予定の場合、メタデータは公開

できるが研究データは公開していない場合、及び閲覧やダウンロードは認めるが第三者による利活用を一切認めていない場合も報告対象外です）
• 第三者が作成したデータ（例えば、論文の根拠として先行研究の文章を単に引用した場合、ウェブサイト等に公開されているデータをそのまま利用した場

合等。ただし、第三者が作成した文章やデータを独自にまとめたり、編集・加工したりして補助事業の過程で自ら生み出したものは提出対象です）
• 補助事業により執筆した論文そのもの
• 電磁的な形態で管理されていないもの（冊子体など）
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科研費電子申請システム入力画面イメージ（１）代表者

操作手順

① 申請者向けメニュー＞課題状況の確認＞課題管理画面＞必ず提出する書類＞2024年度
実施状況報告書又は実績報告書欄の「メタデータ 修正依頼」の下にある、緑色の修正ボタンをクリッ

クしてください。

①
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科研費電子申請システム入力画面イメージ（２）代表者

②「研究発表の入力」画面において、【雑誌論文】の根拠となる研究データのメタデータ情報に係る修正が必要
な項目について、登録内容の修正をしてください。
なお、入力項目の詳細な説明については、スライド14・15をご確認ください。

＜提出を求めるメタデータに関する項目＞
8. 掲載論文の根拠データのDOI・URL
9. データの名称
10. データの説明
11. データの分野
12. データ種別
13. 管理対象データの利活用・提供方針
14. リポジトリ情報
15. データ管理情報

操作手順

雑誌論文に関する項目は修正対象外のため
グレースケールとなり、修正・入力できません。

②

＜実施状況報告書・実績報告書作成－研究発表の入力画面①＞

入力に当たっては、
スライド16のフローチャート

も併せてご参照ください

※色付けした項目は特に多くの方が修正を要する項
目です

※入力した内容がそのまま公開される
ことを十分に留意して修正してくだ
さい。
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③

＜実施状況報告書・実績報告書作成－研究発表の入力画面②＞

④

科研費電子申請システム入力画面イメージ（３）代表者

＜提出を求めるメタデータに関する項目＞
1. 掲載論文の根拠データ以外の研究データのDOI・URL
2. データの名称
3. データの説明
4. データの分野
5. データ種別
6. 管理対象データの利活用・提供方針
7. リポジトリ情報
8. データ管理情報

操作手順
③「研究発表の入力」画面において、【研究開発の成果としての研究データ】のメタデータ情報に係る修正が必
要な項目について、登録内容の修正をしてください。なお、入力項目の詳細な説明については、スライド14・
15をご確認ください。

④修正が完了し、機関（部局）担当者へ提出する場合は、下記のチェックボックスに✅を入れて下さい。

入力に当たっては、
スライド17のフローチャート

も併せてご参照ください

※色付けした項目は特に多くの方が修正を要する項
目です

※入力した内容がそのま
ま公開されることを十分
に留意して修正してくだ
さい。
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科研費電子申請システム入力画面イメージ（４）代表者

操作手順

⑤ チェックボックスに✅を入れると「一時保存をして進む」がクリック可能となりますので、「一時保存をし
て進む」をクリックし、提出完了となります。

※機関（部局）担当者へ提出後に、再度修正したい場合には、機関（部局）担当者に再度差し戻しを依頼して
ください。

⑤

＜実施状況報告書・実績報告書作成－研究発表の入力画面②＞
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科研費電子申請システム入力画面イメージ（５）代表者

入力上の注意点

（注意）
システム上『DOIなし、URLなし』をクリックしても、項目２以降の入力は
可能です。ただし、 DOI,URLがいずれもない場合には、報告対象である
「公開」に該当しないため、報告対象無しとして項目１~項目８まで全て
入力不要です。仮に入力があった場合も、「公開」データとして整理されて
いないとみなし、KAKENデータベース等では公開されませんので、ご留意
ください。
※この場合、項目１のDOIなし、URLなしもチェックを入れないように

してください。
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メタデータ情報入力項目（１）

• メタデータ共通項目については「公的資金による研究データの管理・利活用に関するメタデータ説明書」
https://www8.cao.go.jp/cstp/metadatainstructions.pdfも参照ください。

入力項目 入力例と注意点
掲載論文の根拠データの
DOI・URL

データのDOIが付与されている場合はDOIリンク、DOIが付与されていない場合は当該研究データのランディング
ページのURLを入力。（必ずDOI又はURLを記載ください）

データの名称 当該データの特徴を示す名称を入力。
（第三者から見てもどのようなデータなのかが分かるように記載ください）

入力例：
・〇〇に関する実験データ
・〇〇に関する△△分析
・〇〇の△△観察データ
・〇〇のシミュレーション
・〇〇の観測データ
・〇〇に関する調査結果

不可となる例：

×「学会資料」「実験結果」「画像」「ソースコード」
「アンケート」「論文に用いたデータ」等のみで、具体
的な中身が分からないもの

×「論文内参照」「リンク先参照」、リポジトリ上の管
理番号等のみで、内容が分からないもの

×「N/A」「不明」「なし」「該当なし」「－」、空白
スペースのみ等で、内容がないもの

データの説明 当該データ取得時の条件や方法、結果等、当該データの内容を具体的に入力。
（第三者から見てもどのようなデータなのかが分かるように記載ください）

入力例：
・〇〇を調べるための□□実験によって得られたデータ
・〇〇における/△△を対象としたインタビュー調査を
基に□□分析を行ったデータ
・〇〇のシミュレーションにおいて△△の条件のもと得
られたデータ
・〇〇による観測によって得られた△△に関する解析
データ
・〇〇についての質問紙調査データ

不可となる例：

×「学会資料」「実験結果」「画像」「ソースコード」
「アンケート」「論文に用いたデータ」等のみで、具体
的な中身が分からないもの

×「論文内参照」「リンク先参照」、リポジトリ上の管
理番号等のみで、内容が分からないもの

×「N/A」「不明」「なし」「該当なし」「－」、空白
スペースのみ等で、内容がないもの

データの分野 e-Radの研究分野（主分野）からプルダウン選択。

データ種別 データの種類についてプルダウン選択。
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メタデータ情報入力項目（２）
入力項目 説明

管理対象データの利活用・
提供方針

データ提供者が利用者に求める利用条件（有償/無償やライセンス条件）を入力。

以下の①②を必ず含め、必要に応じて③④も入力してください。

①無償/有償の別
②ライセンス条件（記載例は右表参照）
③第三者による管理対象データの利活用に当たって、
「データ管理情報」を通してデータ作成者への事前連絡を
必要とする場合はその旨を記載。

④所属機関等のポリシーや個人情報等データの利活用に関し、
制約条件がある場合はその旨を入力。

入力例：
（例１）「無償、但しクレジット表記と事前連絡を条件とする。」
（例２）「無償、制約なし、利用条件なし。」
（例３）「有償、https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/」
（例４）「無償、CC BY 4.0、○○大学の研究データ管理ポリシー
に従い、「データ管理情報」を通してデータ作成者への事前連絡を
必要とする。詳しくは以下参照（https://.........）」

リポジトリ情報 現在のリポジトリ情報、又はプロジェクト終了後のリポジトリ情報（具体的なリポジトリ名称）を入力。

入力例：
・Jxiv
・arXiv
・○○大学リポジトリ
・○○系データベース
・○○アーカイブ

不可となる例：

×「汎用リポジトリ」「機関リポジトリ」「オープンリ
ポジトリ」等、具体的な名称でないもの

データ管理情報 データ管理機関：各管理対象データを管理する研究開発を行う機関の名称
データ管理部署：データ管理機関において各管理対象データを管理する部署名又は担当者の名前を入力
データ管理部署のメールアドレス：個人情報保護及び管理対象データに興味を有する第三者が必ずデータ管理者に
たどり着けるようにする観点から、個人ではなく組織の連絡先が望ましい。

※「N/A」「不明」「なし」「該当なし」「－」、空白スペースのみ等は不可となります。
データに興味を有する第三者が当該データにたどり着けるように適切な内容を入力してください。
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メタデータ報告の簡易チャートと留意点について

掲載論文の根拠データの場合

JSPS及びNIIにて、実施状況報告書・実績報告書記載のメタデータ情報を
KAKEN・CiNii Researchに連携して公表する

【一般からの検索可能】

論文の根拠データ（自ら生み出したもの）
を公開し（誰でもアクセスできるランディ
ングページがある＝DOIやURLがある）、
かつそのページが根拠データ自体のペー
ジであるか（掲載論文とは異なるページ

であるか）

項目8. 掲載論文の根拠データのDOI欄
にDOIを、ＵＲＬ欄にURLを入力する（Ｄ
ＯＩがない場合は「ＤＯＩなし」に、URLが
ない場合は「URLなし」にチェックを入れ

る）

項目9. データの名称～15. データ管理情報 の全てを入力する
（研究データの個数分、繰り返す）

なお、空白、「ー」「該当無し」等は不可

いいえ

項目８～１５全て
入力不要

留意点②
掲載論文と同じランディングページ上にしか公開していない根拠
データについては、報告の対象に含めていません。（根拠データ自
体を示すランディングページがないことになり、KAKEN・CiNii
Researchへうまく連携することができないため）

留意点①

論文の根拠データは原則公開ですが、オープン・アンド・クローズ戦
略に基づき、「共有」、「非共有」、「非公開」としている場合は、実施
状況報告書・実績報告書において入力していただく必要はありま
せん。

一般に任意の者に利活用可能な状態（すなわち、誰にでも公開して
いるランディングページがあり＝DOIやURLがあり、かつ、エン
バーゴの設定がない）のデータを「公開」データとして報告してくだ
さい。

機関リポジトリが整備されていない等のため、個人又はグループ内
でデータを保有していて、誰にでも公開しているランディングペー
ジがない場合（＝DOIやURLがない場合）は「共有」に該当します。

なお、報告対象外となるデータについては、資料の８ページをご確
認ください。

DOI, URLを「なし」にチェックを入れれば、システム上は次の画面
に進むことができる仕様になっていますが、DOI・URL両方なしの
場合は報告の対象に含めていません。そのため、当該項目はチェッ
クしない、また、それ以降の全ての項目について入力をしないよう
にお願いします。仮に入力されていてもKAKENデータベース等で
は公開されません。

はい

留意点③
ランディングページについて、DOIとURL両方とも入力すること
も可能です。
その場合は、DOI欄及びURL欄の両方に入力ください。

留意点③

留意点②

留意点①
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メタデータ報告の簡易チャートと留意点について

研究開発の成果としての研究データの場合

留意点①

研究開発の成果としての研究データは可能な範囲で公開す
ることが望まれますが、オープン・アンド・クローズ戦略に基
づき、「共有」、「非共有」、「非公開」としている場合は、実施
状況報告書・実績報告書において入力していただく必要は
ありません。

一般に任意の者に利活用可能な状態（すなわち、誰にでも
公開しているランディングページがあり＝DOIやURLがあ
り、かつ、エンバーゴの設定がない）のデータを「公開」デー
タとして報告してください。

機関リポジトリが整備されていない等のため、個人又はグ
ループ内でデータを保有していて、誰にでも公開している
ランディングページがない場合（＝DOIやURLがない場
合）は「共有」に該当します。

なお、報告対象外となるデータについては、資料の８ページ
をご確認ください。

DOI, URLの両方に「なし」にチェックを入れれば、システム
上は次の画面に進むことができる仕様になっていますが、
DOI・URL両方なしの場合は報告の対象に含めていません。
両方ともなしの場合は、当該項目はチェックしない、また、
それ以降の全ての項目について入力をしないようにお願い
します。仮に入力されていてもKAKENデータベース等で
は公開されません。

JSPS及びNIIにて、実施状況報告書・実績報告書記載のメタデータ情報を

KAKEN・CiNii Researchに連携して公表する

【一般からの検索可能】

研究開発の成果としての研究
データ（自ら生み出したもの）を
公開しているか（誰でもアクセス
できるランディングページがある

か）

項目1.研究開発の成果としての研究データのDOI欄に
DOIを、ＵＲＬ欄にURLを入力する（ＤＯＩがない場合は
「ＤＯＩなし」に、URLがない場合は「URLなし」にチェック

を入れる）

項目2.データの名称～8. データ管理情報の全てを入力
する（研究データの個数分、繰り返す）
なお、空白、「ー」「該当無し」等は不可

はい

いいえ

項目1～8全て入
力不要

（そもそもそういったデータが
無い場合も含む）

留意点①

留意点②

留意点②
ランディングページについて、DOIとURL両方とも入力す
ることも可能です。
その場合は、DOI欄及びURL欄の両方に入力ください。
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実施状況報告書及び実績報告書データ確認方法（CSV出力方法）（１）研究機関

操作手順
① 「所属機関事務担当者」および「部局担当者向けメニュー」画面で、［C-6、C-7-1］をクリックします。

実施状況報告（メタデータ）の
作業に当たっては、

様式F-6-1、F-6-2等
それぞれの項目を選択してください。

①

追加機能

【留意点】
通常の実施状況報告書・実績報告書の対応であ
れば、対象課題がある場合、「未送信の課題があり
ます。」と表示されますが、メタデータのみの差戻の場
合には、報告書本体は受理済みの扱いとなります
ため、表示されません。

※各研究機関内にて、部局担当者や研究代表者への報告書の
提出締切期限等を適切に設定いただき、JSPSへの提出締切日ま
でに提出いただきますようお願いいたします。



19

実施状況報告書及び実績報告書データ確認方法（CSV出力方法）（２）研究機関

操作手順
② 「実績報告検索」画面が表示されます。検索条件で対象の「研究種目」及び「報告年度」を選択し、

「処理状況（メタデータ）」で“所属機関受付中”、“部局担当者受付中”でソートをかけて［検索実行］を
クリックします。

②

【留意点】
通常の実施状況報告書・実績報告書の対応であれ
ば、対象課題がある研究種目名の表示色が変わって
表示されますが、メタデータのみの差戻の場合には、報
告書本体は受理済みの扱いとなり、研究種目名の表
示色の変更はありません。

※例示として、実績報告（メタデータ）の画面を掲載

追加機能
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実施状況報告書及び実績報告書データ確認方法（CSV出力方法）（３）研究機関

操作手順

③ 「実績報告一覧」画面が表示されます。「CSV出力」をクリックし、
④ 「実績報告（メタデータ）CSV出力」をクリックするとCSVデータがダウンロードされます。

※例示として、実績報告（メタデータ）の画面を掲載

③

④

追加機能



21

22 職名
23 担当部課名
24 担当者係名
25 担当者名（姓）
26 担当者名（名）
27 担当者連絡先（Email1）
28 担当者連絡先（Email2）
29 論文標題（タイトル）
30 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）
31 掲載論文の根拠データのリポジトリURL/DOIリンク
32 掲載論文の根拠データ以外のリポジトリURL/DOIリンク
33 データの名称
34 データの説明
35 データの分野
36 データ種別
37 管理対象データの利活用・提供方針
38 リポジトリ情報
39 データ管理機関
40 データ管理部署
41 データ管理者の連絡先（メールアドレス）
42 データNo.

実施状況報告書及び実績報告書データ確認方法（CSV出力項目）（１）研究機関

①実績報告（メタデータ）CSV出力項目
1 課題番号
2 交付事業区分
3 採択年度
4 報告年度
5 事業コード
6 研究種目
7 研究課題名
8 研究者番号
9 研究代表者名（姓）
10 研究代表者名（名）
11 研究代表者名（フリガナ姓）
12 研究代表者名（フリガナ名）
13 特別研究員区分
14 補助金管理区分
15 提出先所属機関番号
16 提出先所属機関名
17 提出先部局番号
18 提出先部局名
19 所属機関番号
20 所属機関名
21 部局名

• 自機関から提出した課題ごとに、上記の項目が出力されます。
• 研究者の修正作業により全てのメタデータが削除された場合は当該研究課題は出力されません。
• 部局担当者画面では、自身が担当している部局の実績報告課題の情報のみ表示されます。

研究代表者が登録した雑誌論文の根拠データ及び
研究開発の成果としての研究データに関するメタデータ情報

追加機能
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21 担当者係名
22 担当者名（姓）
23 担当者名（名）
24 担当者連絡先（Email1）
25 担当者連絡先（Email2）
26 論文標題（タイトル）
27 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）
28 掲載論文の根拠データのリポジトリURL/DOIリンク
29 掲載論文の根拠データ以外のリポジトリURL/DOIリンク
30 データの名称
31 データの説明
32 データの分野
33 データ種別
34 管理対象データの利活用・提供方針
35 リポジトリ情報
36 データ管理機関
37 データ管理部署
38 データ管理者の連絡先（メールアドレス）
39 データNo.

実施状況報告書及び実績報告書データ確認方法（CSV出力項目）（２）研究機関

②実施状況報告（メタデータ）CSV出力項目

• 自機関から提出した課題ごとに、上記の項目が出力されます。
• 研究者の修正作業により全てのメタデータが削除された場合は当該研究課題は出力されません。
• 部局担当者画面では、自身が担当している部局の実施状況報告課題の情報のみ表示されます。

研究代表者が登録した雑誌論文の根拠データ及び
研究開発の成果としての研究データに関するメタデータ情報

1 課題番号
2 採択年度
3 報告年度
4 事業コード
5 研究種目
6 研究課題名
7 研究者番号
8 研究代表者名（姓）
9 研究代表者名（名）
10 研究代表者名（フリガナ姓）
11 研究代表者名（フリガナ名）
12 所属機関番号
13 所属機関名
14 部局名
15 職名
16 提出先所属機関番号
17 提出先所属機関名
18 提出先部局番号
19 提出先部局名
20 担当部課名

追加機能
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実施状況報告書及び実績報告書データ確認・送信方法（１）研究機関

① 「実績報告一覧」画面で、送信する課題の「選択」欄の「する」を選択し、［確認・送信（メタデータ）］
をクリックします。

操作手順

①

再度報告書の修正をしたい場合
「処理状況（メタデータ）」欄の［修正］を

クリックし、「メタデータ差戻確認」画面で
OKをクリックすると申請者画面で

再度修正が可能となります。
※部局担当者、所属機関事務担当者

どちらからでも同様。
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実施状況報告書及び実績報告書データ確認・送信方法（２）研究機関

操作手順
② 「メタデータの送信」画面が表示されます。内容を確認し、［送信］をクリックします。
③ 「メタデータの送信完了」画面が表示されます。［OK］をクリックします。

②

③
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実施状況報告書及び実績報告書データ確認・送信方法（３）研究機関

操作手順
④ 「実績報告一覧」画面が表示されます。確定・送信をしたメタデータの「処理状況（メタデータ）」欄が

「学振受付中」となっていたら、今回差戻しとなったメタデータの修正作業が完了となります。

④
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補足説明

✓電子申請システムの操作方法の詳細については、以下より確認いただけます。

科研費電子申請システム
https://www-shinsei.jsps.go.jp/kaken/index.html

研究者向け ☞ 操作手引（交付内定時・決定後用）
部局担当者向け ☞ 部局担当者向け操作手引（詳細版）9.5版
所属機関事務担当者向け ☞ 所属研究機関担当者向け操作手引（詳細版）

（交付決定後用）第7.1版

こちらから研究者向け、部局・所属機関事務担当者向け
それぞれ操作手引きを確認いただけます。
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